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たる。その長い文学活動の中で、純文学と大衆文学の間を越境しながら多彩なジャンルの作品を発表し、多くの読者に迎えられた彼は、戦後文学において重要な位置を占める作家である。ただ、その本格的な研究はようやく緒についたところであり、その めに必要な基礎研究も立ち遅れ いるというのが現状 る。　
こうした状況において、本稿の筆者たちはこれまで水上勉の長




を辞して夫婦で上京、東京神田で印刷工場を経営していた妻の叔父のもとに身を寄せ 叔父の資金的援助のもと、友人の山岸一夫とともに虹書房 立ち上げ、出版活動と自身 創作活動に励むことになる。そして後に叔父の家を て、浦和市白幡町（現さいたま市南区白幡）の内田辰男氏方に身 寄せる。戦後混乱期 この












春生らと親交を結ぶ。昭和二十二年（一九四七）二十八歳春、虹書房が潰れ、残務整理にあたる。昭和二十三年（一九四八）二十九歳五月、宇野浩二と湯河原、熱海に旅行。短篇集『風部落』を刊行。七月、宇野浩 の推薦により、文潮社より『フライパンの歌』を刊行 ベストセラーとなる。 月、浦和市白幡町の内田辰男方に転居。文潮社に入社。季刊誌「文潮」に「わが旅は暮れたり――雁の寺」を発表。のちにこれが改作されて、直木賞受賞作の「雁の寺」になる。十二月、吉行淳之介、柴田錬三郎、青山光二、 十返肇を知る。昭和二十四年（一九四九）三 歳二月、 「借金の季節」を「真実」に発表。四月、童話集『父の舟
　
子の舟』を文潮社より刊行。妻敏子、子供を置いて家出。
宇野浩二の口述筆記に通い 近く 弓町邑楽館 東大農学部、真砂町などの下宿を転々とし、 ち文京区青柳町に移る。
　
この年譜において、 『新文藝』の発刊が昭和二一年四月となって




一四八番地の内島家は、中仙道に面して在った。私はその家の表札と母屋の建物をみて こんな大きな家が間貸しするのだろうか、 首をかしげた。いかにも、このあたりの豪農の家に思えた らであった。しっかりした建物で、二階屋根のタルキが扇子をひろげたように道へ大きく影を落している。ぴっちりとしまった格子戸も重そうであった。古い土塀がめぐっているので、問題の土蔵はどこ あるのかわから かった。 （ 「凍てる庭」 『水上勉全集』一〇巻、一九七六年一二月九三頁）
　「凍てる庭」によれば、この土蔵に当時の妻の母と姉夫婦が合流して、共同生活が始まるが、ほどなくして金を出し合い、浦和に家を新築し、全員で移り住む。だが妻が家を出て行き、夫婦の亀裂は決定的なものになる。子供を連れて再び土蔵に戻った時内島家の女主人に「安田さん、心機一転し がんばっ 下さいね


















































来たのは僕の四、 五年生だった時じゃないかな。来たのは夏頃です。キュウリや野菜がいっぱい採れる頃でした ら 昔は温室がないので大体七月前後なんです。有名な「十二日まち」という調宮神社のお祭り（毎年同所で一二月一二日に開催される）があるでしょ？
　
この白幡地区は七月の一四日がお祭なんです。それで、












やっていた松井計郎っていう人の空き地 、畑を借りたか買ったかして水上が家を建てるんです それで 家が き 間もなく水上が離婚してわ へ戻ってくるんです、蕗子を連れて　
僕は年がら年中、蕗子の子守させられた身です。しょっちゅう
























































旧家のシンボルのように空を圧していた」 「自伝抄」 ） 。内田
　
それからスギの木があって、カシの木があって。ケヤキの













入りびたりだったって書かれてますね（ 「神田の工場の二階にいた時よ 、ひろびろしているので、廊下 よろこんで走ったりして、離れにいる日は少なく、内田家の子 ように母屋にいりびりだった」 「自伝抄」 ）内田
　
うちの子どもになってた。妹みたいなものですよ。だから、
























いや、 まともな席で。 「コウモリとは何事だ」 「おめえこそ」 っ


















































































学校の頃に『未完成』だとか『第九』だとかを、 兄貴 古本屋やってた時に、早稲田かなんか 学生だった人が、金がなくてレコードを持ってきた。それで電蓄を買って れっ 言って わが家はその当時、内田さんの家へ行くと電蓄が置いてありますって村で話題になったんだよ。　
水上は当時しばらく宇野浩二の筆耕をやったり、それから宇野






















































が二二年ぐらいから来たんじゃないかな。わが家に たのが三年ぐらいかな。その後、出ていって、敏子の姉夫婦と一緒に家を新築すると言って建てたわけで そこへ行って一カ月もしな で






前の中山道からちょっと入った所なんですよ。岸町の、あそこは何丁目になるの な。二人、男の子がいて。 （水上が内田家に）入るに当たって準備金やなんかを幾らかうちへ入れ らしいんだね。ところが、途中から一銭も払わないんだからね、あの人は。だから、その家を建て 時にも、少し保証金かな かを貸してくれみたいなことを言ったと思うんだ それでおふくろは、こ ぐらいしかな よ か とか言って渡して、 したら途端に放り出されて戻ってくるわけ。 おふくろが 「ほら 言わんこ ちゃない」て。そ で水上は「こ はいいな」って言い がら飯食 て 。　
それから間もなくしてですよ。護国寺へ越すのはね。もういづ
























税務署が新しい商品ができると課税の対象にするでしょ。でも署員だって分かんな わけね。僕は能書き言って交渉して、それ一つのレールを作った。おかげで、皆さん知ってる小学館なんかの幼稚園や学年誌に付録でついたソノシートが税金かからないでできるようにな たんです。そこに三年近くいた。その後、今度は制作をやる羽目になる 紙の手配だとか印刷だとか、管理だとか何だとか。そういうのを僕が全部やってたんです。　
そういう中で、たまたま水上勉氏に原稿を依頼することになる
















そう、 全員ではね。 『霧と影』の発表会なんかに、 僕は行っ
たんだよね。でもパッと出てきちゃったんだね。大勢だし、あまりかっこいい人たちばっか だから。　
先ほどの話に出た窪島誠一郎氏のことですけど、明大前にいた




















ミズカミっていう地区があるそうです。それで、 「俺は、本来ならばミズカミが本当なんだ。たまたま関東のほうへ行っ ら水上温泉があるんでミナカミになっちゃったんだ」と言って、それがき かけでミズカミツトムに変わるんですね（実際には以前から本の奥付では変更しているので 水
上一流のリップサービスだったと思われる） 。　
それから、僕が辰濃和男と一緒に行った京都の祇園。水上は八
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